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専修大学広報課

「
初
期
雇
用
契
約
」
制
度
が

激
し
い
反
対
運
動
の
末
、
公

布
後
に
シ
ラ
ク
大
統
領
に
よ

っ
て
撤
回
さ
れ
た
こ
と
を

「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
〝
制
度
化
さ
れ
な
い

民
主
主
義
〞
と
し
て
重
視
さ

れ
、
制
度
上
は
成
立
し
た
法

案
を
実
施
さ
せ
な
い
と
い
う

政
治
の
あ
り
方
を
生
み
出
し

た
」
と
解
説
し
た
。

　
憲
法
の
言
論
・
表
現
の
自

由
を
実
現
す
る
た
め
に
、
田

村
教
授
が
強
調
し
た
の
は

「
合
意
形
成
」
の
努
力
。

「
仏
で
は
交
渉
中
に
大
統
領

自
ら
妥
協
案
を
示
し
た
が
、

今
回
の
安
保
法
案
で
は
そ
う

し
た
場
面
は
な
く
、
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
の
ス
ピ
ー
チ
も
安
倍

首
相
の
批
判
に
力
点
が
お
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
界
が

あ
っ
た
」
と
指
摘
。
服
従
を

強
い
る
の
で
な
く
、
議
論

に
よ
る
共
存
を
意
味
す
る

「
和
」
を
作
っ
て
い
く
必
要

性
を
提
起
し
、「
実
社
会
と

か
か
わ
り
の
あ
る
憲
法
論
を

広
げ
、
社
会
に
向
け
て
知
的

な
論
理
に
支
え
ら
れ
た
表
現

を
す
る
こ
と
を
学
生
た
ち
に

教
え
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
学
生
を
中
心
と
し
た
少
人

数
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

が
、
議
論
は
ホ
ッ
ト
に
展

開
。「
表
現
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
発
言
し
た
青
木
真
珠

子
さ
ん
（
法
３
）
は
、
友
人

の
安
間
美
沙
稀
さ
ん
（
同
）

と
「
自
分
の
知
識
に
は
な
い

テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
面
白
か

っ
た
」「
主
体
的
に
発
言
す

る
力
を
つ
け
よ
う
と
思
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　
今
年
度
は
12
月
18
日
ま
で

　「
１
４
０
回
連
続
講
演

会
」
は
９
月
25
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
第
１
回
は
「
憲
法
の
実

現
と
『
言
論
・
表
現
』
の
役

割｣

と
題
し
、
安
保
法
案

を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
が
反
対
の
声
を
上
げ
た

「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
シ
ー
ル

ズ
）
現
象
」
を
、
田
村
理
教

授
（
立
憲
主
義
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
）
が
解
説
し
た
。

　
田
村
教
授
は
「
『

表
現
の

自
由
は
民
主
政
治
に
不
可

欠
』
と
長
く
憲
法
学
を
教
え

て
き
た
が
、
や
っ
と
表
現
す

る
個
人
が
政
治
の
現
場
に
現

れ
始
め
た
」
と
評
価
。
個
人

と
し
て
実
名
で
意
思
表
示
す

る
10
〜
20
代
の
学
生
グ
ル
ー

プ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
の
活
動
を

「
新
し
い
政
治
文
化
の
兆

し
」
と
認
め
た
上
で
、
憲
法

の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る

か
、
立
憲
主
義
と
の
関
係
に

論
を
進
め
た
。

　
選
挙
に
よ
る
代
表
民
主
制

と
議
院
内
閣
制
が
国
と
し
て

意
思
決
定
す
る
正
式
な
回

路
。
も
う
一
つ
の
回
路
と
し

て
、
仏
の
政
治
哲
学
者
ピ
エ

ー
ル
・
ロ
ザ
ン
バ
ロ
ン
が
主

張
す
る
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」（
政
権
や
権

力
を
批
判
・
監
視
す
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
や
デ
モ
な
ど
）

を
紹
介
。
仏
で
２
０
０
６

年
、
若
者
の
雇
用
に
関
す
る

司
法
試
験
に
法
科
大
学
院
修
了
者
13
人
が
合
格
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

元
警
察
官
の
院
生
細
谷
さ
ん
が
捜
査
専
門
誌
に
論
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹

「
創
立
１
３
６
年
鳳
祭
」
10
月
31
日
か
ら
４
日
間
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

学
生
有
志
が
石
巻
の
仮
設
団
地
で
交
流
活
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

学
生
寄
稿
　
文
・
井
上
ゼ
ミ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
夏
合
宿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

女
子
競
走
部
が
快
挙
　
全
日
本
出
場
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

石
巻
専
修
大
学

　
法
学
部
（
白
藤
博
行
学
部
長
）

の
「
知
」
を
発
信
す
る
２
企
画
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
専
修
大
学
創
立
１

４
０
年
を
記
念
す
る
「
１
４
０
回

連
続
講
演
会
」。
２
０
１
９
年
ま

で
定
期
的
に
、
裁
判
員
制
度
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
、
そ
の
と
き
ど
き

の
旬
の
話
題
を
教
員
が
論
じ
る
ロ

ン
グ
ラ
ン
企
画
だ
。
白
藤
学
部
長

は
「
多
く
の
方
々
に
法
学
部
の

『
知
の
資
源
』
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
始
め
た
企
画
。
ご
父
母
・
保
護

者
、
卒
業
生
や
18
歳
以
下
の
若
い

世
代
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。
９
月
25

日
に
第
１
回
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
も
う
一
つ
は
同
21
日
、
高
校
生

が
「
大
学
生
」
と
し
て
授
業
を
聴

講
す
る
「
一
日
大
学
生
」
が
催
さ

れ
た
。
法
学
部
を
志
望
す
る
高
校

３
年
生
ら
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰

囲
気
や
授
業
を
体
感
し
た
。

▶
　
白
藤
学
部
長

　
専
修
大
学
な
ど
神
奈
川
県

川
崎
市
多
摩
区
に
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
３
つ
の
大
学
と
、

同
区
で
つ
く
る
「
多
摩
区
・

３
大
学
連
携
協
議
会
」
の
協

定
締
結
10
周
年
を
記
念
し
た

▲
　
さ
ら
な
る
協
力
を
誓
う
矢

野
学
長
、
福
宮
明
治
大
学

長
、
福
田
市
長
、
佐
藤
日

本
女
子
大
学
長（
左
か
ら
）

ト
ッ
プ
懇
談
会
が
９
月
28

日
、
多
摩
区
役
所
で
あ
っ

た
。
矢
野
建
一
学
長
は
「
地

域
と
の
連
携
は
大
学
に
と
っ

て
大
事
。
時
代
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
て
何
が
で
き
る

か
考
え
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

　
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る

の
は
、
専
修
大
学
の
ほ
か
明

治
大
学
、
日
本
女
子
大
学
。

大
学
の
知
的
資
源
や
人
材
を

活
用
し
て
地
域
社
会
の
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
２
０
０
５

年
12
月
に
協
定
を
結
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
連

携
事
業
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
講

演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
ト
ッ
プ
懇
談
会
は
協
定

締
結
10
周
年
を
迎
え
、
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
意
見
交

換
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
、
矢

野
学
長
の
ほ
か
、
福
宮
賢
一

明
治
大
学
長
、
佐
藤
和
人
日

本
女
子
大
学
長
、
福
田
紀
彦

川
崎
市
長
が
出
席
し
た
。

　
福
田
市
長
が
「
３
大
学
は

川
崎
市
の
財
産
。
こ
れ
か
ら

の
地
域
連
携
は
、
こ
れ
ま
で

の
10
年
間
と
違
っ
た
も
の
に

深
化
す
る
だ
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
少
子
化
対
策
や
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
（
生
涯
学
習
）

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。

　
矢
野
学
長
は
「
大
学
生
や

大
学
院
生
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
市
の

政
策
立
案
に
関
わ
る
機
会
が

増
え
れ
ば
い
い
。
行
政
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
勉

強
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と

提
案
し
た
。

　
大
学
の
地
域
貢
献
と
し

て
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ

い
て
「
で
き
る
だ
け
市
民
に

学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
き

た
い
」と
前
向
き
に
語
っ
た
。

　
３
大
学
の
学
長
と
福
田
市

長
は
、
今
後
も
大
学
の
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
地
域
活
性

化
に
向
け
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
固
い
握
手

を
交
わ
し
た
。

「
シ
ー
ル
ズ
現
象
」を
解
説

▲　憲法と立憲主義について

語る田村教授

多摩区・３大学連携協議会10周年

地
域
貢
献
、協
力
誓
う
ト
ッ
プ
懇
で

矢

野

学

長

石
川
さ
ん
に 

 

博
士
学
位
授
与

　
２
０
１
５
年
度
の
課
程
博

士
・
修
士
課
程
の
学
位
授
与

式
が
９
月
25
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
り
、
石
川
健
太

さ
ん
（
博
士
後
期
課
程
文
学

研
究
科
心
理
学
専
攻
）
に
矢

野
建
一
学
長
か
ら
博
士
（
心

理
学
）
の
学
位
記
が
手
渡
さ

れ
た

写
真
。

　
学
位
授
与
は
課
程
博
士
・

修
士
課
程
の
学
位
請
求
論
文

提
出
期
限
及
び
学
位
記
授
与

に
関
す
る
特
例
措
置
（
在
学

生
適
用
）
に
よ
る
。

　
石
川
さ
ん
の
指
導
教
授
は

大
久
保
街
亜
教
授
。
論
文
題

目
は
「
社
交
不
安
障
害
の
情

動
刺
激
に
対
す
る
情
報
処
理

特
性
｜
覚
醒
水
準
と
比
喩
的

関
連
づ
け
｜
」。

　
ま
た
当
日
は

欠

席

だ

っ

た

が
、
有
賀
聡
志

さ
ん
（
修
士
課

程
経
済
学
研
究

科

経

済

学

専

攻
、
指
導
教
授

・
原
田
博
夫
教

授

）

に

修

士

（
経
済
学
）
の

学
位
が
授
与
さ

れ
た
。

田
村
教
授

法
学
部
か
ら
知
の
発
信

140回連続講演会始まる

　
高
校
生
が
大
学
生
に
な
っ

て
法
学
部
の
授
業
を
受
講
す

る
「
法
学
部
か
ら
の
『
知
の

発
信
』
一
日
大
学
生
」
が
９

月
21
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　
当
日
開
講

の
法
学
部
専

任
教
員
の
授

業
と
ゼ
ミ
ナ

ー

ル

を

開

放
。「
一
日
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
受
け
取
っ
た
高
校
生
は
興

味
津
々
の
様
子
で
、
教
室
な

ど
を
の
ぞ
い
て
い
た
。

　
法
学
部
志
望
の
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
の
高
３
男
子
は
商

取
引
法（
出
口
正
義
教
授
）、

刑
法
総
論
Ⅱ
（
佐
々
木
和

夫
准
教
授
）、
法
社
会
学
Ⅱ

（
飯
考
行
准
教
授
）
な
ど
に
出

席
。「
内
容
は
難
し
か
っ
た

11
回
開
催
（
10
月
30
日
を
除

く
金
曜
日
18
時
15
分
〜
19
時

45
分
）。
12
回
以
降
は
来
年

５
月
か
ら
開
催
予
定
。

高
校
生
が「
一
日
大
学
生
」

が
、
大
学
生
と
一
緒
に
実
際

の
授
業
を
受
け
る
こ
と
で
、

講
義
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
面
白
い

体
験
で
し
た
」
と
話
し
た
。

　
国
際
問
題
に
関
心
が
あ
る

と
い
う
埼
玉
県
八
潮
市
の
高

３
女
子
は
国
際
法
の
基
礎
Ⅱ

（
森
川
幸
一
教
授
）
を
受

講
。
５
０
０
人
規
模
の
大
教

室
を
埋
め
尽
く
す
大
学
生
に

緊
張
し
な
が
ら
も
、
熱
心
に

ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
。

　「
講
義
は
高
校
の
授
業
と

は
ま
っ
た
く
雰
囲
気
が
違
い

ま
す
ね
。
高
校
で
は
国
内
政

治
を
学
び
ま
す
が
、
大
学
は

国
際
的
な
問
題
も
深
く
扱
っ

て
い
て
興
味
深
い
で
す
。
先

生
が
後
期
の
授
業
内
容
を
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
ぜ

ひ
専
大
に
入
っ
て
海
洋
法
な

ど
を
学
ん
で
み
た
い
で
す
」

と
笑
顔
を
み
せ
た
。

▼　法学部の授業を受ける

高校生（右）


